
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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コミュニケーション力を高めるために、活動の計画推進の話し合いをもたせ、活動を通して責任感
を養ったり、自己有用感を持たせるような役割を設定する。Ⅱ①

保護者や養護教諭、学級担任と連携を密にする。また、ホームページ等を更新し、様々な行事や
日常生活の様子等を発信する。　Ⅳ④　Ⅴ①　Ⅱ②

A

A

教務課
読書週間を９月に設定し、図書室の利用が増えた。さらに増やす
ために、図書委員の活動やボランティア連絡会の開催方法を検
討する。

カリキュラム・マネジメントが円滑に行えるように教務内規等の活用の工夫を図る。Ⅲ③

業務や様式の見直しを行い、より効率的に運営できる体制をつくる。Ⅲ②

節度ある集団生活を通して、基本的生
活習慣の確立に努める。

生徒が場の状況や相手に応じた言葉遣いや行動ができるよ
う、一貫した指導を行うことを学部内で確認する。教師が共通
認識のもと指導にあたる。

A

今年度の課題を明確にし、次年度の「個別の指導計画」に反
映させ指導の継続性をもたせる。

学級担任、保護者、高視特及び関係諸機関との連携を密に
し、連携を強化する。

教育課程・教育活動が適切に行える環
境を整える。 A

進路指導課と連携を図り、生徒の実態に応じた実習先の確保に努める。Ⅲ①④

A

学部主事と担任を中心に学力調査の結果の活用を進めることが
できたが、職員への周知徹底の面で課題があった。教務内規の
活用を含め、必要事項をポータル等で周知していく必要がある。

寮務部

基本的生活習慣を身に付けさせる
とともに、運動を通して体力を養い、
心身の調和のとれた発達を促す。

A

キャリア・パスポートを活用した学習活動、食育、性に関する指導を計画的に実施する。Ⅲ①

自立活動については、課題関連図を作成し、目標や内容を共有できるようにする。Ⅰ③

指導GM等を活用し、生徒の実態の共有、指導すべき課題の整理、指導目標の明確化を行った上
で指導内容を設定する。Ⅰ②④
目標や実態に応じて学習集団を設定し、生徒が主体的に考え行動できような場を設ける。Ⅱ②③
⑤
対人関係スキル（適切なあいさつ、言葉遣い、社会的なルールやマナー）の指導の充実を図る。
Ⅱ①②

中学部

小学部

自ら学ぶ意欲や基礎的な学力を育
てる。

自立して社会に参加する力を育て
るために、対人関係の育成を図る。

A

A

学部会や指導GMで情報を共有し、指導計画・学習集団を検討して年間目標に基づき、系統的に
指導する。Ⅰ①②④　Ⅱ②
ICT機器を効果的に活用し、児童が体験したことを言葉や文章、動作等で表現する活動を充実さ
せる。Ⅱ③
児童が主体的に取り組む運動の機会、学習集団を設定し、体力や運動意欲の向上を図る。Ⅰ③
⑤　Ⅱ②

保護者や関係機関、ＳＣと定期的に懇談等を行い、情報を共有して実態把握をする。Ⅴ①④

目標や実態に応じて学習集団を設定し、児童同士の話し合いや協働活動を計画的に行う。Ⅱ①
②⑤

学校、保護者及び関係諸機関との連携
を密にし、円滑で充実した寄宿舎運営
に努める。

A

人と関わる力の育成を目指す。

日常生活や計画的な活動を通して、自
主性や社会性の育成に努める。

個に応じた「寄宿舎における個別の指導計画」を作成し、それに沿った指導を行う。また、評価を
基に次年度への課題を明確にする。　Ⅰ③　Ⅲ③

A

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

①発達の段階に応じた対人関係スキルの指導②主体性を重視したグループ活動の工夫③学習や体験したことを言葉や文章等(サイ
ン･行動･態度)で表現する機会の設定(ICT活用を含む）④交流及び共同学習の効果的な実施〈学部〉⑤一人一人のよさや違いを認め
合う集団づくりの推進(人権教育)

①全体計画に基づいたキャリア教育や食育､性に関する指導の充実②連携や情報共有のための効果的な会議の設定や工夫③指導
の系統性や、カリキュラム・マネジメント推進のための個別の指導計画等の活用及び評価の改善④進学先や福祉施設等との連携に
よる進路指導の充実及び情報発信⑤外部専門スタッフ等の活用・連携による指導力の向上

①課題やニーズに応じた計画的な研修の実施②ICTの活用スキル向上のための研修と教材･教具の整備③ニーズに応じた教育相談
や情報提供④HPやインスタグラム等による本校や視覚障がい教育関する情報発信⑤OJT(OJLタイム等)の推進

Ⅰ 「確かな学び」の育成…学習の基礎基本の定着､日常生
活スキルの向上、ICT機器の活用、経験の拡充、体力向上
の取組

Ⅱ 主体的に考え､行動し､ 表現できる子どもの育成…自ら
関わろうとする意欲の 向上･年齢や実態に応じた表現力 の
向上･社会との関わりの 拡充

Ⅲ 自立と社会参加を目指した指導の充実…指導の連携や
情報共有、教科間の連携･専門家や外部機関との連携、授
業や評価の改善

Ⅳ 視覚障がい教育の専門性向上とセン ター的機能の充実
…障がいの理解と実態把握に基づく指導、指導技術向上、
協働や人材育成の促進、情報発信の工夫

①読み･書き･計算等の基礎学力の定着を図る取組や読書活動の推進②教科等の目標を明確にした指導の実践③自立活動及び日
常生活動作の指導の充実④子ども達の学びを深める教材･教具の工夫やICT機器の活用⑤チャレンジ活動(運動･学習)の設定「鍛ほ
め福岡メソッド」

学　校　運　営　計　画　（４月）

○新型コロナウイルス感染症対策
を行い工夫しながら教育活動の充
実を図ることができた。
○教育課程実践交流会において、
本校が研究を重ねてきた自立活動
を中心とした横断的な取組の成果
を発表することができた。
○Instagramの開設、地域での作品
展の実施など、情報発信を積極的
に行うことができた。
●ICTを活用したさらなる授業改善
の取組及び視覚障がい教育の専門
性の維持・継承を図る。
●視覚障がい教育校として、地域
やニーズに応じた情報発信を更に
工夫する
●特別支援学校給食研究協議会に
向け、食育の充実を図る。

①一人一人の障がいの状況等に応じた保護者・医療等との連携②PTA及び奨学後援会との連携の充実③危機管理マニュアル及び
情報管理規定の定期的な改善と周知徹底④スクールカウンセラー･スクールサポーターとの効果的な連携によるいじめや悩みを見逃
さない環境づくり⑤事務室との連携による安全に学べる環境整備と効果的な予算運用

A

Ⅴ安心・安全な 環境づくり…安心して学べる・働ける環境づ
くりの推進､安全管理や危機への対応､関係機関との連携

学校教育目標を実現するために，適切な役割分担と相互連携により，チーム学校としての協働体制を確立し，学校評価と関連付けながら組織的かつ計画的なカリキュラム・マ
ネジメントを推進し，教育活動の質の向上を図る。

A

教務的業務と庶務的業務の統合を図
り、PTA、奨学後援会、同窓会等との連
携の充実を図る。

A各行事について見通しをもって、PTA活動を支援したり、関連機関との連携を行ったりできるように
する。Ⅴ②

読書活動や図書室活用を推進する。
開催の仕方を工夫し、ボランティア連絡会を開催する。Ⅲ⑤

９月に読書週間、読書集会を設定し、図書室利用、読書量を増やす。Ⅰ①

学力調査結果の効果的な活用方法について検討し、職員に周知徹底する。Ⅰ①

日常生活動作の実態把握と評価を定期的に行い、指導方法や目標について共通認識をもって指
導する。Ⅰ②③　Ⅲ② A

幼児が身体を動かす楽しさや技能の向上を実感できるように活動を設定し、計画的に指導する。
Ⅰ②④⑤ A

運動に取り組む際は、児童個々の運動面での実態を考慮し
て、柔軟に学習集団を構成する。

身の回りのことに興味をもち、自分
でできることを自分でしようとする子
どもを育てる。

体を積極的に動かし、健康でたくま
しい子どもを育てる。

進路先や福祉施設等との連携を図り、生徒の進路実現を見据えた進路指導・情報提供を行う。Ⅲ
④

A

業務や様式の見直しを行い効率的に運営できる面も増えたが、
まだ十分に整理し切れていない面もあるため、今後も検討が必
要である。

A

A

A

A

新年度の児童の実態に応じて学習集団を設定し、指導グルー
プごとに学習内容を検討し年間計画を立てる。

A

B
進路指導課と連携し、現場・校内実習計画を見直し、内容を整
理することができた。次年度は、保護者へ向けた進路指導に
関する説明や情報提供の方法、時期について整理する。

キャリアパスポートと、食育、性に関する指導、人権学習の年
間計画を関連付けながら、取り組んだ内容をグループで交流
する。

具体的目標
・評価は適切である。
・今後も乳幼児療育機関との適切な連携を行っ
てほしい。

A

A 生活や行事を通して一人一人の良さや他者を認め合う取組を
していく。

・評価は適切である。
・地域の小学校との交流をさらに充実させてほ
しい。地域の児童にとっても、本校の児童に
とっても貴重な学びとなると考える

A

・評価は適切である。
・地域の中学校との交流はお互いにとって大き
な意義がある。さらに充実させてほしい。

A

・評価は適切である
・防犯体制が適切に講じられており、安心であ
る。

A

・評価は適切である。
・点字ブロック理解運動は継続してほしい取組
である。今後もさらに啓発活動の充実を図って
ほしい。福岡高等視覚特別支援学校との連携
が有効ではないか。

A

生徒一人一人の自立活動の中心目標を明確にする。また、具
体的な指導内容等を学部全体で確認する。教師一人一人の
指導の成果や工夫点を共有する。

A

学習の基礎・基本の定着を図り、学
力の向上を図る。

生徒一人一人の進路の決定と実現
に向けた指導を行う。

具　体　的　方　策

幼児の意思の表出方法を検討し、保育場面において、幼児が選択する場面や発表する場面を設
定する。Ⅰ③　Ⅱ①③

年　度　重　点　目　標

長く歩くことや自然に触れる体験を多く設定し、経験や動作と言葉が結びつくように指導する。Ⅰ④　
Ⅱ③

評価（３月）

幼稚部

具　体　的　目　標昨年度の成果と課題

様式３

自己評価

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡視覚特別支援学校

学校関係者評価

次年度の主な課題
幼児の実態把握を適切に行う。新入生の幼児に対しては、安
心できる環境づくりや関わり方の検討を行う。

幼児が安心して過ごすための生活の基盤づくりを行う。また、
保育の活動内容に偏りが出ないように調整する。

学校運営方針

特１０



評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

A

B

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

B

B

A

A

B

B

A

A

B

A

A

B

B

A

B

支援課
相談者の在籍校や関連機関と連携をとり、センター的機能の充実を図る。Ⅳ③　Ⅳ④

夏季休業中に視覚障がい教育担当者情報交換会（オンライン）を実施する。Ⅳ③　Ⅳ④

安心・安全に配慮しながら学校給食を
実施し、望ましい食習慣を身に付けさせ
るとともに食に関する興味・関心を育て
る。

幼児児童生徒が体験したことや学習したことを表現する場を設ける。Ⅱ③

いじめアンケート（記名）または学校生活アンケート（記名）を毎月、家庭用チェックリスト（記名）を
学期に１回実施し、いじめの早期発見に努める。Ⅴ④

幼児児童生徒の目標や実態に応じた学校行事や特別活動の計画を作成し、実施する。Ⅱ②

緊急対応時シミュレーションを、学部やグループ毎に実施する。Ⅳ①　Ⅴ①

生命に関わる緊急時に備え、校内
の救急体制を整備する。

教育相談活動の充実を図る。

学校や関連機関と連携をとり、セン
ター的機能の充実を図る。

「学校いじめ防止基本方針」に基づきな
がら、いじめや悩みを見逃さない環境づ
くりに取り組む。

実態に合った活動内容を検討し、主体
的に行動できる幼児児童生徒の育成を
目指す。

緊急時の対応について全職員への共通理解の場を設定し、協力体制を整える。Ⅴ①

幼児児童生徒の安心・安全な学校生活
の確立と健全な生活態度の育成に向け
た支援の充実を図る。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

自分の健康を自分で守ることのでき
る幼児児童生徒を育てる B

性に関する指導計画の職員アンケートは昨年度より多くの回
答があり、発達段階に合わせた指導を実施できたが、教材教
具を紹介するなどして活用を推進し、さらに効果を高めたい。

性に関する指導計画の活用を推進する。Ⅲ①

身体計測や健康診断の結果を見ながら保護者と連携し、個別の対応を適切に行う。Ⅴ①

進路先となる可能性のある特別支援学校や施設、作業所と情報交換を行い、連携を深める。Ⅲ④ B

各分掌や各学部と連携し、「キャリアパスポート」の活用を推進する。Ⅲ①

進路につながる学習・活動が系統的に行えるように、各学部、学級での取り組みを集約し、表にま
とめる。Ⅲ①

教育的ニーズに応じた個別の教育相談活動を実施する。Ⅳ③

 集団での教育相談を実施し、相談利用者と本校児童生徒、保護者の交流の場を提供する。Ⅳ③

A生徒指導課

保健課

進路指導課

研修課

将来の豊かな生活の実現を目指し、自
分の果たすべき役割を主体的に考える
ことができるように指導の充実を図る。

幼児児童生徒の実態や保護者のニー
ズを踏まえ、一人ひとりに応じた進路指
導の充実を図る。

A

A
アンケートやチェックリスト等の結果を、学部会等で児童生徒に関わる職員全員で共有すること
で、日常の指導や支援に生かす。Ⅴ④

ニーズに応じた支援を行うための、専門性の向上を図る。Ⅳ①

A

関係諸機関(幼稚園・保育園・小中学校・特別支援学校、医療・福祉機関)との連携をとり、研修協
力、見え方相談を実施する。Ⅳ③

教職員の危機管理の意識を高め、幼児児童生徒の安心・安全な生活を推進する。Ⅴ③

「安全・危機管理マニュアル」に沿った、より現実に即した訓練と研修を実施する。Ⅴ③

基本的な避難方法や緊急時の動きについて周知できた。継続
することで、より職員が緊急時の動きを想定することができる。
事務との連携や周知の徹底が課題である。

希望のケース全てに対応できたが、ケース数が増加し、相談
の枠が埋まっている状況である。担当者を増やすため、専門
性向上の研修を増やす必要がある。今年度は、サマースクー
ルを実施し、グループ活動も好評であった。利用者からは、つ
ながりや情報交換を求める希望もあるので、多様な支援の方
法を検討することが必要である。

次年度の主な課題

A

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月）

A

A A

・評価は適切である。
・運動会などの行事については、筑紫野市のス
ポーツ推進委員、交流校のボランティアなど、
地域の人材を活用することを検討してはどう
か。さらに充実が図られると考える。

視覚障がい教育担当者情報交換会は好評であったが、参加
者が少なかったことが課題である。複数回実施する等、支援
につながる機会を増やす工夫が必要である。

A

・評価は適切である。
・地域で困っている視覚障がいのある幼児児童
生徒がまだ多くいる。さらに相談・支援の充実
を図ってほしい。

事務部

ICT支援員と連携し、年間３回以上のICT活用に関する研修会を行う。Ⅳ②

情報機器の管理の仕方を整理し、職員の使用を促進できるように適宜改善を行う。Ⅳ②

行事の年間計画に沿ってHP・Instagram記事計画を作成し、各分掌が計画的に記事を作成できる
ようにする。Ⅳ④

・一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実・・・適切な実態把握と一貫した指導体制の確立、学習集団の設定の工夫、ICT活用のさらなる推進、交流及び共同学習の推進を図る。
・安心・安全な環境づくり・・・危機管理マニュアルの改訂を行うとともに、周知徹底を図る。
・情報発信と地域との連携・・・HP及びInstagramでの情報発信、地域行事等の参加や連携の充実を図る。
・視覚障がい教育の専門性の継承・向上・・・OJTの推進と、学校研究による視覚障がいのある幼児児童生徒の、食育の研究の充実を図る。

年度始め、水泳学習前などに合わせて必要な研修を行った
が、関係分掌と連携して計画的に打合せを行うなどの準備が
必要である。

保護者や施設等と連携をしながら、現場実習や職場体験、学
校見学等を行うことができた。進路情報コーナーの設置につ
いては、設置の準備段階にとどまった。次年度は、より保護者
のニーズに応じた情報発信、連携を行っていきたい。

幼児児童生徒の発達段階に応じた「人権教育全体計画」に基づき、人権学習を計画・実施する。
Ⅱ⑤

修繕事跡及び点検事跡の経年保存、工事記録の整理を行い、施設設備の現状と過去の管理状
況を把握する。Ⅴ⑤

職員間の連携を密にし、さまざまな意見を取り入れながら学校運営に必要な予算執行を行う。 V
⑤

各グループの進捗状況等を確認しながら研究を進め、課題及び改善点等を検討する。Ⅲ① Ⅲ③
Ⅳ①

A

B

B

・評価は適切である。

・評価は適切である。

A

A A

A

評価項目以外のものに関する意見
・視覚障がいガイドボランティア連絡協議会など、地域の
組織等を活用。
・地域の行事に積極的に参加するなど、地域へのアピー
ルの検討。

A

・評価は適切である。食に関する指導や、食育と関連付けた
教科等における指導について実践的な
研究を推進する。

日常の教育活動を通して、幼児児童生
徒の実態に応じた人権教育の充実を図
る。

中長期的な観点で施設設備を管理し、
安心安全な環境づくりに努める。

人権教育を行うために必要な教材や参考となる授業実践の資料等を利用しやすい保管環境を作
る。Ⅰ④

A

・評価は適切である。研修会の内容精選。ICTの技能に合わせた自由参加の研修を
実施する。情報機器の使用促進と貸出の管理を行うとともに、
未活用の機器についての周知を図る。

生成AI等の新しい取組に対するガイドラインなどを提示し、ど
のように取り扱うか明確にする。職員の情報リテラシー向上の
ための研修をもち、意識の向上を図る必要がある。

HP・Instagramによる本校や視覚障がい
教育に関する情報発信を行う A

InstagramやHP担当者の負担軽減、InstagramとHPにあげる記
事の区分けを行い、起案が煩雑にならないようにする。
Instagramのフォロワーが増えるような取り組みを行う。各分掌の広報担当者以外でも記事を作成することができるようにマニュアルを作成して周知を行

う。Ⅳ④

B

A

外部講師招聘や教育センターの派遣コンサルタント等を利用して研修を行い、職員の情報リテラ
シー向上に努める。Ⅲ⑤

給食週間や集会での話、給食の放送等をとおして、食に関する興味・関心を育てる。Ⅲ①

食物アレルギー調査とそれに基づく個別の対応、異物混入時の対応確認、感染症に対応したラン
チルームの消毒、配膳者の衛生チェックを適切に行う。Ⅴ①

A

情報管理規定の改善を適宜行い、ポータルサイトや職員会議等を利用して改善点を職員に周知
する。Ⅴ③

A
年度初めにキャリアパスポートの作成に関して周知するととも
に、キャリア教育に関するアンケートを取り、学部や学級の取
組を集約することができた。次年度は、各学部、学級の取組を
整理し、活用できるようにしていきたい。

B

B

施設見学や進路講演会の実施方法を工夫し、保護者や職員への進路に関する情報提供・啓発に
努める。Ⅲ④

今年度作成した管理台帳の様式に修繕や工事実績を記録し、施
設設備の経年管理に努める。

学校行事計画等を踏まえ、学校運営における必要性や優先順位
を考慮した予算執行に努める。

食に関する指導について、指導計画等を活用し、教科等との関連を図りながら行う。Ⅲ①　Ⅳ②

本校の現状に沿った、費用対効果を考
慮した予算執行に努める。

給食研究協議会に向け、保健課と協力して進めることができ
るように、課長同士で事前に打ち合わせたり、分掌部会の前
半を合同にしたりして、情報を共有し、進めていく必要がある。

研修室の資料を整理する時間を長期休業中に計画し、保管環
境を整える。また、引き続き「人権教育全体計画」を作成し、人
権学習の実施に努める。

年間通して全校朝会を同じ場所で開催し、活躍の場を直に共
有することができた。 各学部発表については、年度始めに各
学部から内容や時期について意見を集約する必要がある。

アンケートの内容や結果の周知を図ったり、変化を全員で共
有したりしたことが児童生徒理解につながった。どのような視
点で報告や共有を進めていくのか、事前に生徒指導課で共通
理解をしておく必要がある。

食に関する指導の年間計画を新しい書式に変更し活用しやす
くする。そのために書式を検討する。異物混入時の対応につ
いて具体的な内容を関係分掌と連携して検討する。

学期に１回以上進路情報コーナーを更新し、職員、保護者と情報を共有する。Ⅲ④

B

A情報課

ICTの活用スキルの向上を図るための
研修の充実と教材・教具の整備

危機管理マニュアル及び情報管理規定
の定期的な改善と周知徹底を図る

・評価は適切である。

A

B


